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神
田
川
i
と
い
っ
て
も
南
こ
う
せ
つ
の
「
神
田
川
」
で
は
な
い
。
学
習
院

前
の
目
白
通
り
を
東
へ
椿
山
荘
方
面
に
向
か
い
、
日
本
女
子
大
学
前
を
過
ぎ
て
、

道
が
少
し
右
に
カ
ー
ブ
す
る
突
当
り
に
位
置
す
る
鰻
屋
で
あ
る
。
今
を
去
る
四

十
年
前
の
一
九
六
〇
年
秋
の
あ
る
日
、
私
は
こ
の
鰻
屋
の
二
階
に
集
ま
る
よ
う

指
示
を
受
け
た
。
そ
の
後
改
築
さ
れ
て
い
く
ら
か
様
子
が
変
っ
て
い
る
が
、
場

所
は
当
時
か
ら
動
い
て
い
な
い
。

　
六
人
ほ
ど
集
ま
っ
た
こ
の
日
の
会
合
が
、
翌
年
四
月
か
ら
開
設
予
定
の
史
学

科
ス
タ
ッ
フ
顔
合
せ
の
会
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
席
で
児
玉
幸
多
先
生
か
ら
正

式
に
披
露
さ
れ
た
。
文
学
部
に
史
学
科
を
新
設
す
る
計
画
は
、
麻
生
磯
次
学
部

長
の
意
向
を
中
心
に
六
〇
年
度
に
具
体
化
し
、
九
月
に
入
っ
て
メ
ン
バ
ー
も
確

定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
学
科
主
任
は
日
本
近
世
史
の
児
玉
先
生
。
旧
制
七
高
教
授
か
ら
学
習
院
に
迎

え
ら
れ
、
中
等
科
長
、
女
子
短
大
主
事
、
一
般
教
育
主
事
な
ど
を
歴
任
し
、
そ

の
時
は
政
経
学
部
に
属
し
て
お
ら
れ
た
。
東
洋
史
は
朝
鮮
史
の
泰
斗
末
松
保
和

先
生
。
敗
戦
後
朝
鮮
か
ら
の
引
揚
げ
で
辛
酸
を
嘗
め
ら
れ
た
が
、
安
倍
能
成
院

長
の
知
遇
に
よ
り
学
習
院
の
図
書
館
長
に
迎
え
ら
れ
、
東
洋
文
化
研
究
所
主
事

と
し
て
『
李
朝
実
録
』
の
復
刻
に
精
力
を
注
い
で
お
ら
れ
た
。

　
こ
の
重
鎮
の
教
授
お
二
人
以
外
に
、
学
習
院
内
か
ら
助
教
授
候
補
が
求
め
ら

れ
た
。
一
人
は
西
洋
史
の
金
沢
誠
先
生
。
高
等
科
に
籍
は
あ
っ
た
が
、
大
学
助

教
授
を
兼
ね
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
講
ず
れ
ば
、
そ
の
洒
脱
な
話
術
と
華
麗
な
文

章
に
よ
っ
て
、
学
内
外
の
評
判
を
檀
に
し
て
い
た
。
も
う
一
人
高
等
科
に
は
、

金
沢
先
生
よ
り
十
歳
若
い
小
倉
芳
彦
と
い
う
東
洋
史
担
当
の
教
員
が
い
て
、
文

学
部
哲
学
科
の
「
中
国
思
想
史
」
の
講
義
を
手
伝
っ
て
い
た
。

　
全
く
学
外
か
ら
こ
の
席
に
見
え
た
の
が
黛
弘
道
・
清
永
昭
次
の
お
二
人
で
あ

る
。
黛
さ
ん
は
東
大
国
史
学
科
を
卒
業
後
、
大
学
院
に
進
学
し
た
が
、
在
学
中

か
ら
す
で
に
、
後
年
『
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
』
の
著
書
に
結
実
す
る
日
本

古
代
史
関
係
の
名
論
文
を
発
表
し
、
五
八
年
か
ら
は
教
養
学
部
の
助
手
に
な
っ

て
お
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
は
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
私
が
駒
場
で
の
研
究
会
に
出

か
け
た
折
に
廊
下
で
す
れ
違
う
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
ギ
リ
シ
ア
史
専
攻
の

清
永
さ
ん
の
方
は
当
時
ま
だ
東
大
大
学
院
に
在
籍
中
で
、
お
目
に
か
か
っ
た
の

は
全
く
初
め
て
だ
っ
た
。
清
永
さ
ん
だ
け
は
｝
年
遅
れ
て
史
学
科
開
設
二
年
目

の
六
二
年
か
ら
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
て
い
る
。
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当
初
は
入
学
定
員
三
〇
人
で
出
発
し
た
史
学
科
は
、
教
員
・
学
生
と
も
ど
も

新
興
の
意
気
に
燃
え
、
ま
た
家
族
的
な
雰
囲
気
に
溢
れ
て
、
研
修
旅
行
や
コ
ン

パ
を
楽
し
ん
だ
。
学
生
が
専
門
課
程
に
進
む
三
年
目
に
は
、
日
本
中
世
史
の
大

家
安
田
元
久
教
授
が
北
海
道
大
学
か
ら
着
任
し
て
、
史
学
科
は
　
層
重
厚
．
多

彩
さ
を
加
え
た
。

　
黛
さ
ん
と
安
田
さ
ん
は
、
か
つ
て
東
大
国
史
学
科
の
学
生
・
助
手
の
関
係
だ

っ
た
が
、
本
学
史
学
科
の
同
僚
と
な
っ
て
か
ら
拝
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
お
二

人
は
い
ろ
い
ろ
な
点
で
対
照
的
だ
っ
た
。
身
だ
し
な
み
か
ら
し
て
ダ
ン
デ
ィ
ー

で
、
学
生
時
代
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
名
選
手
だ
っ
た
安
田
さ
ん
は
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
に
か
け
て
達
人
で
、
夜
な
夜
な
梯
子
で
バ
ー

を
飲
み
歩
く
習
性
を
、
脳
出
血
で
倒
れ
る
晩
年
ま
で
変
え
な
か
っ
た
。
一
方
黛

さ
ん
は
服
装
は
至
っ
て
地
味
で
、
ス
ー
ツ
以
外
着
た
の
を
見
た
こ
と
が
な
く
、

1
書
店
発
行
の
便
利
な
手
帳
も
色
が
派
手
だ
か
ら
と
使
用
せ
ず
、
お
酒
は
じ
っ

く
り
呑
み
あ
か
す
方
だ
っ
た
。

　
私
は
よ
く
冗
談
半
分
に
、
「
人
は
研
究
分
野
を
択
び
、
択
ん
だ
研
究
は
人
に

影
響
す
る
」
と
言
っ
た
り
し
た
が
、
中
世
の
荘
園
や
武
士
団
を
専
門
と
す
る
安

田
さ
ん
の
人
柄
は
、
ど
こ
と
な
く
新
編
追
加
武
士
法
の
世
界
を
思
わ
せ
、
古
代

の
官
制
を
専
門
と
す
る
黛
さ
ん
の
発
想
は
、
律
令
的
な
枠
組
の
厳
格
さ
を
具
え

て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
身
近
な
人
事
の
適
・
不
適
を
噂
し
た
り
す
る
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ

も
、
黛
さ
ん
は
「
官
の
為
に
人
を
求
め
、
人
の
為
に
官
を
求
め
ず
」
と
、
十
七

条
憲
法
の
一
節
を
口
に
し
て
批
判
を
漏
ら
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
古
代
の
官
職
や
血
縁
関
係
に
関
す
る
黛
さ
ん
の
博
覧
強
記
は
万
人
の
知
る
と

こ
ろ
。
『
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
』
（
一
九
八
二
年
）
は
そ
の
結
晶
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
東
京
大
学
か
ら
文
学
博
士
の
称
号
を
受
け
ら
れ
た
。
し
か
し
黛

さ
ん
は
決
し
て
学
究
｝
辺
倒
の
窮
屈
な
学
者
で
は
な
く
、
学
術
的
研
究
と
平
行

し
て
、
『
古
代
史
を
彩
る
女
人
像
』
（
一
九
八
五
年
）
の
よ
う
な
比
較
的
啓
蒙
色

の
濃
い
、
し
か
し
緻
密
で
懇
切
な
文
章
も
多
く
書
か
れ
て
い
る
。
歴
史
を
愛
好

す
る
社
会
人
グ
ル
ー
プ
ー
例
え
ば
旧
府
立
第
三
高
女
卒
業
の
ご
婦
人
方
の
玉

石
会
i
に
対
し
、
終
始
変
ら
ぬ
指
導
を
続
け
て
お
ら
れ
る
の
も
そ
の
一
面
で

あ
る
。

　
「
お
風
呂
は
肩
ま
で
沈
め
ず
、
乳
ま
で
が
い
い
」
と
、
入
浴
方
法
に
ま
で
気

を
配
っ
て
お
ら
れ
た
黛
さ
ん
だ
っ
た
が
、
国
内
研
修
中
の
一
九
八
八
年
一
月
に

脳
出
血
で
倒
れ
ら
れ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
を
経
て
二
年
後
に
復
職
、
歩
行
困
難
を
お

し
て
、
ご
子
息
の
運
転
す
る
ク
ル
マ
で
毎
週
定
期
的
に
出
講
、
演
習
を
中
心
に

十
年
間
に
わ
た
り
史
学
科
学
生
を
指
導
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
ご
自
身
の
論
文
執

筆
に
も
気
力
を
持
続
さ
れ
た
の
は
敬
服
に
堪
え
な
い
。

　
こ
の
た
び
選
択
停
年
制
に
よ
り
七
十
歳
よ
り
一
年
早
い
退
職
の
決
意
を
さ
れ

た
。
階
し
み
て
も
余
り
あ
る
が
、
や
む
を
得
ま
い
。
や
が
て
設
立
四
十
年
を
迎

え
る
史
学
科
の
当
初
か
ら
の
仲
間
と
し
て
、
こ
こ
に
思
い
つ
く
こ
と
の
一
端
を

述
べ
、
先
生
の
今
後
一
層
の
ご
精
進
を
お
祈
り
す
る
言
葉
に
代
え
た
い
。


